
※
褒
賞
規
則
 

第
三
条
第
二
号
 

町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
て
十
 

二
年
以
上
在
職
し
た
者
 

第
三
条
第
五
号
 

町
の
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
 

る
も
の
で
あ
っ
て
二
十
年
以
上
在
 

職
し
、
誠
実
に
職
務
に
精
励
し
た
 

者
 

第
三
条
第
六
号
 

町
長
が
自
治
功
労
者
と
し
て
褒
 

賞
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
 

め
た
者
 

第
四
条
第

一
号
 

教
育
、
学
術
、
芸
術
お
よ
び
体
 

育
等
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
、
そ
 

の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た
者
 

第
四
条
第
三
号
 

産
業
、
経
済
、
土
木
お
よ
び
交

通
等
の
振
興
発
達
に
貢
献
し
、
そ

の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た
者
 

第
四
条
第
四
号
 

社
会
の
福
祉
、
民
生
の
安
定
な

ら
び
に
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与

し
、
そ
の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た

者
 

第
四
条
第
五
号
 

貯
蓄
、
納
税
、
消
防
お
よ
び
統

計
に
つ
い
て
著
し
く
貢
献
し
、
ま

た
は
す
ぐ
れ
た
成
績
を
あ
げ
た
者

第
四
条
第
六
号
 

町
長
が
公
益
ま
た
は
発
展
に
寄

与
し
、
功
績
顕
著
で
特
別
功
労
者

と
し
て
褒
賞
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
認
め
た
者
 

2
9人
9
団
体
に
授
与
 

平
成
！犀
度
金
木
町

褒
賞
 

今
年
度
の
金
木
町
褒
賞
授
与
式
 
対
馬
 
兼

正
（
同
）
 

が
三
月
二
＋
五
日
役
場
会
議
室
で
 

白
川
 
徳
政

（
同
）
 

行
わ
れ
、
自
治
功
労
、
特
別
功
労
 
伊
丸
岡
 

勇
（
同
）
 

合
わ
せ
て
二
十
九
人
九
団
体
に
褒
 
小
林
 

長
一
 
（
同）
 

賞
状
が
渡
さ
れ
た
。
 

2
、褒
賞
規
則
第
三
条
第
五
号
 

授
与
に
先
立
ち
田
中
勇
治
町
長
 
斎
藤
 
恵

祐
 

が
 
「各
分
野
で
多
大
な
る
貢
献
を
 
（
町

職
員
二
十
年
以
上
）
 

さ
れ
た
方
々
に
は
、
今
後
と
も
ご
 

泉
谷
 
悦
子

（
同
）
 

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
 
大
橋
 
久
美

（
同
）
 

と
式
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
竹
 
津

島
 
友
子

（
同
）
 

内
武
六
総
務
建
設
常
任
委
員
長
が
 

桑
田
 
康
子

（
同
）
 

褒
賞
者
の
審
査
に
つ
い
て
の
経
過
 
秋

田
み
ち
互
 

報
告
を
行
っ
た
。
 

（
金
木病
院
職
員
二
十
年
以
上
）
 

授
与
後
、
鳴
海
義
男
氏
が
受
賞
 
棟

方
 
昇
 

者
を
代
表
し
て
「
今
後
と
も
町
発
 

（
消
防
署職
員
二
十
年
以
上
）
 

展
の
た
め
微
力
な
が
ら
尽
力
い
た
 
津
島
 

正
彦
（
同
）
 

し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
閉
会
 
今
 
保
雅

（
同
）
 

し
た
。
 

3
、褒
賞
規
則
第
三
条
第
六
号
 

※
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

野
宮
 
雄
造
 

⑥
自
治
功
労
褒
賞
 

（
町
議
会
議員
三
十
六
年
以
上
）
 

1
、褒
賞
規
則
第
三
条
第
二
号
 

⑥
特
別
功
労
褒
賞
 

小
田
桐
喜
吉
 

1
、褒
賞
規
則
第
四
条
第

一
号
 

（
町
議会
議
員
十
二
年
以
上
）
 
算

用
子
正
樹
 

鳴
海
 
義
男
（
同
）
 

（
職
業訓
練
協
会
役
員
）
 
 

2
、褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号
 

阿
部
 
祐
司
 

（
金
木農
協
職
員
二
十
年
以
上
）
 

内
海
千
空
男
 

（
嘉
瀬農
協
職
員
二
＋
年
以
上
）
 

山
中
 
満
春

（
同
）
 

角
田
徳
太
郎
（
町
商
工
会
役貝
）
 

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
 

喜
良
市
支
部
婦
人
部
 

（
交
通安
全
）
 

野
宮
 
正
一
 
（
同
）
 

吉
田
意
智
男
（
同
）
 

金
木
地
区
防
犯
指
導
隊
 

喜
良
市
支
隊

（
防
犯
）
 

福
山
 
初
枝
（
防
犯
協
会
役
員
）
 

3
、褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号
 

田
中
 
光
子
 

（
献
血五
十
回
以
上
）
 

三
上
貴
美
子
 

（
献血
三
十
回
以
上
）
 

角
田
 
瑞
明
（
同
）
 

4
、褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号
 

見
崎
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

（
組
合結
成
二
十
六
年
以
上
）
 

神
明
町
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

下
新
町
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

上
古
町
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

芦
野
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

金
木
納
税
貯
蓄
組
合

（
同
）
 

5
、褒
賞
規
則
第
四
条
第
六
号
 

伊
藤
 
忠
吉
（
寄
附
）
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良
縁
友
引
き
の
三
月
二
十
二
日
 

「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 

第

一
号
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
め
で
た
く
ご
結
婚
さ
れ

た
の
は
、
算
用
子
明
宏
さ
ん

（
金

木
）
・
秋
元
明
美
さ
ん

（川
倉
）
 

の
お
二
人
。
あ
い
に
く
の
小
雪
混
 
 じ

り
の
悪
天
候
で
し
た
が
、
二
人

の
厚
い
愛
に
包
ま
れ
た
会
場
は
熱

気
ム
ン
ム
ン
で
し
た
。
 

近
年
、
町
外
ホ
テ
ル
な
ど
で
の

結
婚
披
露
宴
が
年
々
増
え
、
公
民

館
を
利
用
さ
れ
る
方
が
年
毎
に
減

少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 
（
平
成三

年
に
お
い
て
は
結
婚
届
出
数

一
〇

二
組
の
う
ち
、
公
民
館
で
の
結
婚

式
二
五
組
廿
約
二
五
％
）
そ
の
主

な
要
因
に
は
、
ホ
テ
ル
の
豪
華
性

や
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
、
演
出

な
ど
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
町
外
ホ
テ
ル
な
ど
で
の
結

婚
披
露
宴
が
年
々
増
え
続
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
町
外
で

の
結
婚
式
に
か
か
る
消
費
額
が
相

当
額
に
な
る
わ
け
で
、
こ
こ
数
年

来
の
町
内
商
工
業
者
低
迷
の

ー
つ

の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
 
（
かり
に
結
納
金
、
 

旅
行
費
用
な
ど
を
除
い
た
ー
つ
の

結
婚
式
経
費
を
両
家
合
わ
せ
て
約

二
百
万
円
と
す
る
と
、
前
述
の
七

七
組
が
町
外
で
結
婚
式
を
し
て
い

る
と
す
れ
ば

一
億
五
千
四
百
万
円

が
町
外
で
支
出
さ
れ
て
い
る
勘
定

に
な
る
）
 

そ
こ
で
町
で
は
こ
の
点
に
着
眼

し
、
町
外
へ
の
流
出
を
少
し
で
も

回
避
し
な
が
ら
町
活
性
化
の
ー
つ
 
 の

礎
に
す
る
た
め
、
中
央
公
民
館

内
の
整
備
、
結
婚
式
用
演
出
器
材

の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
町
内
在

住
者
で
結
成
し
た
 
「ブ
ー
フイ
ダ
ル

ス
タ
ッ
フ
か
な
ぎ
」
 
のメ
ン
バ

ー
 

に
よ
る
 
「か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ

ダ
ル
」
を
金
木
町
中
央
公
民
館
が

事
務
局
と
な
り
、
平
成
四
年
三
月
 

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

新
郎
、
新
婦
に
と
っ
て
は
一
生

一
度
の
晴
舞
台
を
す
ば
ら
し
い
披

露
宴
に
し
た
い
の
は
当
然
で
す
。
 

ス
タ
ッ
フ
も
昨
年
九
月
か
ら
何
度

と
な
く
企
画
、
演
出
に
関
す
る
打

合
せ
、
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
っ
て
き

て
お
り
、
こ
の
三
月
二
十
二
日
が
 
 グ

ケ
ー
ギ
、
豪
華
金
昇
風
、
寿
傘
、
 

提
灯
、
高
砂
豪
華
テ
ー
ブ
ル
ス
カ
 

ー
ト
等
々
）
、
ま
た
大
ホ
ー
ル
の

改
修
に
よ
り
会
場
が
と
て
も
明
る

く
き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と
、
照
明

器
具
の
充
実
、
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
が

設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
会
場
は
ま

る
で
ど
こ
か
の
ホ
テ
ル
と
間
違
う

ほ
ど
。
 

「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 

（
事務
局
・
町
中
央
公
民
館
）
に

お
申
込
さ
れ
た
方
へ
は
、
次
の
よ

う
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。
 

①
結
婚
式
に
か
か
る
物
品
を
町
内

か
ら
す
べ
て
調
達
し
た
場
合
、
使

用
料
を
減
免
と
す
る
。
 
（
暖房
費

の
か
か
る
時
期
で
約
四
万
円
位
）
 

②
現
在
ご
両
家
で
の
負
担
さ
れ
て

る
会
場
の
机
セ
ッ
ト
、
清
掃
料
あ

わ
せ
て
二
万
円
が
会
費
か
ら
賄
え

る
。
 

③
「
町
」
 
か
らの
豪
華
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
る
。
 

④
案
内
状
、
御
膳
札
な
ど
す
べ
て

代
筆
し
て
や
る
。
 

⑤
そ
の
他
披
露
宴
に
か
か
る
手
配

等
全
面
的
に
公
民
館
が
す
る
等
々
。
 

つ
ま
り
 
「か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ

ダ
ル
」
 
へ
申込
す
れ
ば
、
他
の
ブ

ラ
イ
ダ
ル
企
画
会
社
と
同
様
す
べ

て
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
 

ご
両
家
に
と
っ
て
は
と
て
も
便
利

で
あ
る
。
 

こ
れ
か
ら
ご
結
婚
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
気
軽

に
中
央
公
民
館
へ
ご
照
会
下
さ
い
 

（
廿
五
三
ー
三
五
八

一
）
 

紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
中
央
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。
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おめでとう 

『か4.、ぎ公民館ブうイダル』 
第 1 号 

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
初
の
本
番

と
な
り
ま
し
た
。
他
の
ブ
ラ
イ
ダ

ル
会
社
と
一
歩
も
ひ
け
を
と
ら
な

い
演
出
器
材
の
数
々
（
リ
モ
コ
ン

ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト
、
ギ
ャ
ン
ド
ル
用

エ
ン
ゼ
ル
フ
ァ
イ
ア

ー
廿
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
使
用
し
た
も
の
、
ナ
イ

ャ
ガ
ー
フ
ドー
フイ
ア
イ
ス
、

c
D
カ

ラ
オ
ケ
、
旭
光
マ
シ
ン
、
パ
ー
テ

ィ
ー
シ
ョ
ン
、
回
転
ウ
ェ
デ
ィ
ン
 

『
（

『
 

▲幸せいっぱいの 
明宏さんと明美さん 

(
 

(
 



金
木
社
協
川
柳
会
 

一ニ
 
月
 
句
 
会
 

引 西 田 田 川 谷橋田 田 川 田 

一一 山 
胸推 神 
高定 社 

1 2四ク金名 

一競奪木 
cm年ツ坂 

金 

菩樹樹場木 

醤齢種所町 

櫛中木原北泉高沢成 白岩 

jl、昭忠喜せて けか チ哲重 
千 一つ んお 
代治雄郎女いー る セ子美 

水
割
の
中
に
密
か
な
女
の
手

水
割
を
飲
ん
で
地
蔵
は
横
に
な
り

手
帳
に
は
孫
の
予
約
も
書
き
足
し
て

手
帳
見
せ
刑
事
そ
れ
か
ら
鬼
に
な
り

汗
嘆
い
男
に
だ
っ
て
あ
る
ロ
マ
ン

良
い
汗
は
親
の
代
よ
り
鍬
を
持
ち

古
雛
や
家
の
浮
沈
を
見
て
黙
し

黒
き
脈
責
む
る
党
に
も
同
じ
脈

初
孫
に
馬
に
な
れ
よ
と
背
に
乗
り

横
綱
の
三
ツ
目

の
黒
星
不
戦
負
け

墓
参
り
今
日
ば
か
り
は
善
女
な
り

※
投
句
歓
迎
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
役
場
内
金
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
 

容
五
三
ー
二
二
四

一
 

津
軽
三
味
線
教
室
 

体
験

学

習
受

講
者
募

集
 

先料者師所 時 

申受対講場

姿講象 
q7 

日
 
時
 
毎

月
第
二
、
第
四
木
曜
日

（午
後
三
時
四
十
分
か
ら）
 

毎
月
第

一
、
第
三
土
曜
日
（
午
後
二
時
か
ら）
 

金
木
町
中
央
公
民
館
 

作
家
 
大
傑
和
雄
先
生
 

金
木
町
民

（
高
校
生
含
む
）
 

無
 
料
 

金
木
町
教
育
委
員
会
 

金
木
町
中
央
公
民
館
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《
 

▲新築の第ニ金木団地 

男
子
型
企
業
立
地
 

翻
ス
リ
ー
ブ

・
タ
ケ
ダ
 

町
が
誘
致
し
た
男
子
雇
用
型
企

業
「
ス
リ
ー
ブ

・
タ
ケ
ダ
」
 
（
井

上
憲

一
社
長
）
の
工
場
立
地
基
本

協
定
調
印
式
が
三
月
十
九
日
、
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
 

調
印
式
に
は
田
中
町
長
、
井
上

社
長
、
野
戸
谷
県
企
業
立
地
課
長

補
佐
ら
が
出
席
。
田
中
町
長
と
井

上
社
長
と
の
間
で
協
定
書
に
調
印

が
交
わ
さ
れ
た
あ
と
、
田
中
町
長

が
 
「過
疎
化
現
象
が
進
む
中
で
の

当
町
へ
の
進
出
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
 
と
あ
いさ
つ
、
井
上
社
長
は
 

「町
の
た
め
に
役
に
立
つ
よ
う
が

ん
ば
り
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い
き

た
い
」
 
と
述べ
た
。
 

ス
リ
ー
ブ

・
タ
ケ
ダ
は
、
同
社

を
含
め
て
全
国
に
四
社
だ
け
と
い

う
国
内
製
缶
メ
ー
カ
ー
各
社
向
け

に
、
各
種
缶
ブ
タ
用
製
袋
を
主
体

に
製
造
す
る
会
社
。
川
倉
宇
田
野

に
平
屋
建
の
エ
場
棟
と
管
理
棟
を

建
設
、
今
年
七
月
に
試
験
操
業
、
 

八
月
か
ら
本
格
量
産
を
開
始
、
初

年
度
は
男
子
五
人
、
女
子
】
人
の

従
業
員
で
年
間
売
上
げ

一
億
円
を

見
込
み
、
次
年
度
男
子
八
人
、
女

子
二
人
で
二
億
円
、
最
終
時
に
は
 
 男

子
十
六
人
、
女
子
五
名
で
三

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
 

住
宅
建
設

な
ど
に
多
額
の
融
資

簡
易
保
険

の
積
立
金
を
還
元
 

郵
便
局
（
郵
政
省
）
で
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
事
情
を
十
分

に
考
慮
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の

向
上
と
公
共
施
設
の
早
期
建
設
を

目
標
に
、
皆
さ
ん
の
加
入
し
て
い

る
簡
易
保
険
の
積
立
金
の
一
部
を

公
共
施
設
の
資
金
と
し
て
還
元
融

資
し
て
い
ま
す
。
 

当
町
で
も
諸
施
設
の
早
期
建
設

が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
現
状
か

ら
、
こ
の
簡
保
資
金
の
融
資
を
受

け
て
数
多
く
の
建
設
事
業
に
と
り

か
か
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
三
年
度
に
お
い
て
、
こ
の

融
資
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
施
設
は

第
二
金
木
団
地
の
 
「住
宅
四
戸
」
 

が
あ
り
ま
す
。
 

こ
 

老
人
福
祉
に
一
言
 

・
 

先
日
、
鶴
田
町
の
人
が
い
う
こ
 

「
と
に
鶴
田
町
で
は
老
人
を
保
育
所
 

“
で
保
育
す
る
そ
う
で
す
が
、
金
木
 

，
町
で
も
老
人
の
保
育
を
や
っ
て
く
 

・

れ
れ
ば
大
変
助
か
る
の
で
す
。
 

4
 
家
に
一
人
老
人
を
お
い
て
共
働
 

「
き
に
出
る
時
、
非
常
に
心
配
で
す
。
 

、
 
町
長
さ
ん
考
え
て
み
て
く
だ
さ
 

・

い
。
（
困
っ
て
い
る
町
民
よ
り
）
 

『り
託
老
保
育
に

つ
い
て
（
回
答
）
 

．
 

民
生
課
長
 
神
島
俊
治
 

保
育
所
で
老
人
を
あ
ず
か
る
、
 

昇
い
わ
ゆ
る
託
老
保
育
に
つ
い
て
は
 

「
近
年
保
育
園
児
の
減
少
と
高
齢
化
 

「
社
会
の
到
来
で
、
保
育
所
の
有
効
 

』
利
用
に
と
老
人
福
祉
に
活
用
す
る
 

4
等
の
話
し
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
 

与
当
町
立
保
育
所
に
お
い
て
は
、
児
 
 人

受
入
の
関
係
で
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
託
老
保
育
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
児
童
の
減
少
に
伴
い

今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

な
お
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
民
生
課

へ
ど
う
ぞ
。
 

私
の
う
た
を
聞
い
て
 

私
の
願
い
を
ー
つ
お
聞
き
下
さ

い
。
 

私
は
今
、
弘
前
大
学
病
院
に
入

院
中
で
す
が
金
木
町
の
町
民
の
皆

様
の
た
め
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
う
た
を
二
つ
作
詞
し
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
を
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
 

私
の
体
ぐ
あ
い
の
よ
い
時
に
少

し
づ
つ
考
え
て
作
り
ま
し
た
。
私

は
桜
ま
つ
り
ま
で
に
は
帰
れ
な
い

と
思
い
ま
す
が
お
願
い
し
ま
す
。
 

弘
前
大
学
病
院
病
床
か
ら
 

角
田
サ
ギ
 

⑥
あ
い
ゃ
節
 

日
あ
い
や
 
あ
ー
あ
ー
あ

ー
 

あ
い
は
 
金
木
町
は
太
宰
の

ふ
る
さ
と
 
お
ー
お
ー
お

ー
 
 

太
宰
の
ふ
る
さ
と
金
 
木町
は
 

あ
ー
あ
ー
あ

ー
 

ロ
上
と
下
と
の
ふ
た
ま
た
さ
か
い
 

、
 
、
 

、
 

し
‘
？し
5
し
‘
!
 

一
度
お
い
で
よ
芦
野
公
園
 

え
ー
え
ー
え
ー
 

日
芦
野
橋
を
わ
た
れ
ば
 

川
倉
地
蔵
堂
 
お

5
お
ー
お

ー
 

一
度
お
い
で
よ
 
金
木
の
町
は

わ
ー
わ
ー
わ

ー
 

金
木
の
町
は
太
宰
の
町
よ

お
ー
お
ー
お
ー
 

＠
そ
う
ら
ん
節
 

や
ー
れ
ん
そ
ー
ら
ん
そ
ー
ら
ん

そ
ー
ら
ん
そ
ー
ら
ん
そ
ー
ら
ん

日
金
木
町
は
地
吹
雪
の
町
 

ひ
と
め
み
た
さ
に
都
会
か
ら
や

っ
て
く
る
 

や
さ
 
え
ん
 
え
ん
や
さ
ー
の

ど
っ
こ
い
し
ょ
 
あ
ら
 
ど
っ

こ
い
し
ょ
 
ど
っ
こ
い
し
ょ

口
馬
子
ば
そ
り
で
藤
枝
村
を

白
の
ふ
ろ
し
き
踏
み
な
が
ら
よ

や
さ
 
え
ん
 
え
ん
や
さ
ー
の

ど
っ
こ
い
し
ょ
 
あ
ら
 
ど
っ

こ
い
し
ょ
 
ど
っ
こ
い
し
ょ

目
三
角
ぞ
ろ
い
の
角
巻
き
て
え

白
の
綿
こ
に
つ
つ
ま
れ
で
よ

や
さ
 
え
ん
 
え
ん
や
さ
ー
の

ど
っ
こ
い
し
ょ
 
あ
ら
 
ど
っ

こ
い
し
ょ
 
ど
っ
こ
い
し
ょ
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このコーナーは、皆
さんから町に提言のあ
った場合掲載します。 
ご意見・ご要望があり
まレたら、どレどしお
寄せ下さい。 

尚、今回は、」寺舎備
付けのアイデア箱と郵
送によこるジものを採用し
ました。 

童
と
職
員
あ
る
い
は
施
設
 

童
と
職
員
あ
る
い
は
施
設
へ
の
老
 

人
受
入
の
関
係
 

こ
ろ
 



お待ちしてます 

金木さくらわり 
金木町観う、三協会・金木町商工会 

11) 広報かなき川川HmmH・II 

'92 金木桜まつり行事日程 
日程 時間 場 	 所 行 	事 	名 

4
n2
9
H
 

 

8:00 公園内馬場 '92 金木桜まっり馬力大会 
8:30 トレーニング二セン夕ー 第18回西北五中学校選抜卓球大会 

第21回防犯少年野球大会 
第21回西北五地区中学校選抜ソフトボール大会 

8: 30 
8:30 

金小J求場 
金中球場 

8:30 金高球場 平成 4 年度金木町朝野球協会桜まっり協賛野球大会 
8:30 金中体育館 第17回西北五中学校春季選抜バレーボール大会 
9:00 金中テニスコート 第19回秋谷杯争奪兼第22回西北五中学校庭球大会 

11 :00 登仙岬入口 '92 金木桜まっり開会式（雨天自然休養村管理センター） 

3
0
H
 

 
18:00 招魂堂 戦没者慰霊前夜祭 

月
日
‘
  

J
I
劃
  

5
1
k
】
 
 

8:00 
io:oo 

金小球場 
招魂堂 

第 2 回金木町長杯；争奪北郡ゲートボール大会
戦没者慰霊祭 

2
w
 

 

11 : 00 
12:30 

小山内清智ショー 
三浦みのるショー 

演芸場 
演芸場 

19:30 登仙岬 '92 金木桜まっり花火大会（雨天順延） 

3
H(
H
)
 

 

7:00 土佐犬斗技大会 公園内馬場 
8:30 金小グランド 消防団観閲式 
8 

11 
:30 
30 

金中、金高球場 
演芸場 

第23回西北五中学校選抜野球大会 
白川章一津軽民謡、手踊、舞踊ショー 

13 30 演芸場 カラオケチャンピオンショー 
13 00 桜まっり事務所集合 津軽三味線遺跡巡り 

4
H(
n
)
 

 

8】 30 金中陸上競技場 第15回あしの陸上競技選手権大会 
9 : 00 園内忠魂碑前 平成 4 年度県下銃剣道大会（雨天トレーニングセン夕ー） 
9: 00 金高球場 第 4 回社会人野球大会 
9 : 00 
9 : 00 

金小球場 
演芸場 

第23回西北五中学校選抜野球大会（準、決勝） 
第 4 回津軽三味線全日本競技大会（雨天金小体育館） 

9 : 00 招魂堂前 自衛隊装備品展示 
9:00 公園内相撲場 西北五小中学校相撲大会 
9:00 自然休養センタ― 茶道遠J'Il流野点 

12:00 金小球場 第21回防犯少年野球大会（決勝） 

5
H(
*
)
ゆ
  

10:00 
11:30 

演芸場 
演芸場 

扇謡会芸能発表会 
滝栄会芸能発表会 

13:30 演芸場 '92 金木桜まっりカラオケ大会 



刻
 

対象人口 
町内30歳以 

受診者
数 

受診率 
上の女性 

4,714 901 19.1% 

、 

3月末現在 前年同月比 

△ 64人

△ 20人

△ 84人 

男 6,180人 

女 6,832人 

計13,012人 

世帯数 3,876 

	ノ 

人
ロ

と
世

帯
 

の
対
象
者
は
、
三
十
歳
以
上
の
女

性
で
金
木
町
全
体
で
は
、
四
七

一

四
人
中
九
〇

一
人
（
一
九
・
一
％
)
 

が
受
診
し
ま
し
た
。
平
成
二
年
度

は
、四
七
〇
九
人
中
九
二
八
人
（
一

九

・
七
％
）
で
、
受
診
率
は
横
ば

い
状
態
で
す
。
こ
の
機
会
に
是
非

検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
 

(
'
 

表
 表

2
は
検
診
の
結
果
、
精
密
検

査
を
要
す
る
人
数
と
そ
の
率
を
示

し
た
も
の
で
す
。
昨
年
度
に
比
べ

甲
状
腺
及
び
胆
石
症
の
精
密
検
査

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
 
 

か
ど
う
か
と
い
う
事
で
す
が
、
殆

ん
ど
の
人
が
当
院
で
精
密
検
査
を

受
け
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
検
診

を
受
け
て
も
精
密
検
査
を
受
け
な

い
で
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
わ
が
ら
ず
受
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
病
院
で
も
検
診
後
、
 

あ
ま
り
期
日
を
あ
け
ず
予
定
を
た

て
る
つ
も
り
で
す
。
 

癌
は
症
状
が
で
て
か
ら
で
は
手

遅
れ
の
こ
と
も
あ
り
、
無
症
状
の

う
ち
に
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療

す
る
の
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
宮
癌
の
検
診
日
に
あ
わ

せ
て
、
甲
状
腺
、
乳
腺
、
胆
石
症

の
検
診
も
行
な
っ
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
年
一
回
、
是
非
時
間
を
つ

く
り
、
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ

う
、
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
 

戸
籍

の
窓
 

3
月
届
出

分
 

お
め
で

と
う
 

田
村
早
樹

子

（
譲
一
）
喜
良
市

藤

本
 
達
大

（
孝明
）
喜
良
市

沢

田
 
知
歩

（俊
次
）
金
 
木

沢

田
 
陽
希

（
公

）
嘉
 
瀬

沢

田
 
一
希

（
日
出光
）
喜
良
市

古

川
 
真

希

（
保
仁
）
喜
良
市

小
山
内
実
和
子

（
洋
一
）
金
 
木

横
山

亜
希
子
（
哲
治
）
金
 
木

角
田
 

若
奈

（健
弥
）
金
 
木

清
野
 
隆

（
司
）
金
 
木

泉
谷
 
樹

楽

（
和宏
）
川
 
倉

葛
西
 

優
毅

（
洋
継
）
金
 
木

阿

部

沙
耶
香

（
一智
）
嘉
 
瀬
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

認
谷
讐
』葬
騒
 

、
渡
過
 
雅
樹

（
勝
次
）
東
京
都
 

「津
田
由
美
子
（

正
）
金
 
木
 

爵
美也
『
一
「
「

一
」柳
 

（
」
橋
真
美
”
一
「
」

喰
」
 

命
”
撫
（醸
編
癖
 

お

く
や
み
 

ミ
 
ョ
（
9
0才
）
嘉
 

兼
道

（
5
5才
）
嘉
 

金

彦
（
3
7才
）
 

き

せ
（
8
0才
）
 

な

よ
（
9
1才
）
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日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
若
草

も
ゆ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
新

年
度
の
検
診
が
六
月
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年
の
検
診
に

つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
一」
 

報
告
い
た
し
ま
す
。
 

金木病院カルテ⑩ 

平成S年度検診のまとめ 

「甲状腺乳腺胆石症」 

看護婦長 長利 玲子 

\\ 

要精検
者 数 率 

甲状腺 13 1.4% 

乳 腺 5 0.6% 

胆石症 19 2.1% 

表
1
の
と
お
り
、
平
成
三
年
度
 
表
 

つ
）
 

N
  

精密検
査受診
者 数 

未検
 
精
者
 甲状腺 11 2 

乳 腺 5 0 

胆石症 18 1 

の
甲
状
腺
、
乳
腺
、
胆
石
症
検
診
 

表
3
は
、
精
密
検
査
を
受
け
た
 

嘉金川金金金金 

はじめまして 

婆．
 

 
f範～ー 	・＝護i；こ 

曹 fdノ 	’隣 

たっひろ 

達 大ちゃん 

2 月23日生まれ 

体重 	2,944 g 
ネ木 	 田丁 

藤本孝明さん 

の長男 

さ き こ 

早樹子ちゃん 

2 月22日生まれ 

体重 	2,892 g 
野 	 崎 

田村譲一さん 

の長女 

白工白 中小 

川 藤川村松 

金藤金嘉嘉

木枝木瀬瀬 

(
 

(
 


